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医療法人紫苑会藤井病院広報誌

I N D E X
◆特集 各病棟での取り組み

◆インフォメーション

チャレンジウィーク

新人研修BLS『一次救命処置』

水呑移転へのあゆみ

医師の紹介／行事食の紹介



チャレンジウィーク

鞆の浦学園の８年生が、職場体験にきてくださいました。特に看護師の仕事をたくさん知りたい！
という目的で、たくさんの経験をしていただきました。素直な感性で、実践的な質問もあり、早く一
緒に働きたい気分です。

緊急時には、普段出来ていることも出来なくなる可能性が大きく、お互い声をかけ合いチームで
協力することが大切だと感じました。
研修での様々なケースを想定した場面にも、臨機応変に対応できるよう、今後も知識を身につけ
ていきたいです。

新人研修B L S『一次救命処置』

今までのBLSについては、学校で習った知識だけでした。今回人形を使って実際に気道確保や胸骨圧迫を
してみて、想像以上に難しく、大変だと思いました。
今後心肺蘇生が必要な患者さんに出会ったときには今回学んだことを活かせるようにしていきたいです。

胸骨圧迫や、患者さんへの食事介助もやさしく声をかけながら実践できていました。
手術室では実際に術衣を着てもらいました。

心臓マッサージは難しかったけど、
褒めてもらってやってたら
うまくなったのが嬉しかった。

壁が薄い緑色になっている理由を
知りました。BGMも流れると聞い
て、驚きました。



特集 各病棟での取り組み

◎療養病棟

高齢者は環境の変化や認知機能の低下、筋力の低下などさまざまな原因から
転倒することがあります。
転倒による骨折で寝たきりの生活になることもあります。

当院では高齢者の患者様が多いため、一般病棟では前年度からの取り組みと
して、転倒転落を減らすため病棟全体で『転倒ラウンド』を週３回行ってい
ます。
患者様の状態は日々変化するためベッドサイドに行き、その時の状態を把握
します。そこで、ポータブルトイレの位置など個々にあった環境を整えたり、
必要時に応じてセンサー類の使用を検討しています。ラウンドした内容をま
とめるスタッフ間で情報を共有しながら病棟全体で統一した対応ができるよ
うに心がけています。

少しでも転倒転落を減らし安全で快適な入院生活を送っていただけるよう、
今後も援助していきたいと思っています。

◎一般病棟

昨年度から療養病棟では、『カンフォータブルケアを用いた接遇』をテーマに、活動を行ってい
ます。カンフォータブルケアという言葉を初めて聞く方もおられると思います。

カンフォータブルケアとは“心地が良い、快刺激”という意味があり、本来はストレスに弱い認知症
患者に対して行う基本技術なのですが、“心地よい”というところに着目し、認知症患者に限らず、
藤井病院に関わるすべての患者様、ご家族、そしてスタッフに対してもカンフォータブルケアを
用いることで、安楽な療養生活を送ることができ、人間関係も円満になると思い行っています。

ケアは１０の項目で構成されています。今回は一部紹介します。
①常に笑顔で対応する
②常に敬語を使う
③相手と目を合わせて
④叱ったり説得したりせず相手をほめる
ということです。

日頃の関わりの中で意識して行うことで、昨年度から患者様からは笑顔がみられ、スタッフにも
やりがいや気持ちに余裕が生まれる成果がでています。
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短期研修で当院へ
来てくださっている先生

福山医療センターより7月からお世話になり
ます木村崇といいます。来たばかりでまだ慣
れない部分も多い自分ですが、スタッフの
方々、地域の皆様はとても温かく、毎日楽し
く勤務しています。短い期間ですが地域の皆
様のお役に立てるよう精一杯頑張りますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

きむら たかし

木村 崇

2022年2月から建築工事が開始され、現在は
基礎躯体工事中で病院の土台部分を建築してい
ます。クローラーレーンを設置し9月頃には外
部足場を設置し、1階部分から建築が始まりま
す。工期は1年半を予定しており、建物は2023
年9月完成予定で進んでいます。
2023年11月移転予定の新病院では、これまで

の診察圏の中心で高齢者比率が高い鞆地域の
方々や多くの疾患を抱える高齢者の皆さまを幅
広く診る総合診療、福山市の南西部を主体に救
急患者を受け入れる救急医療（急性期40床）、
リハビリを中心とした地域医療に努める方針で
す。鞆の浦はクリニックとして残ります。


